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誰
で
も
喜
び
の

生
活
に
入
れ
る
教
え

幸
福
と
は
何
か
、

幸
せ
に
な
る
た
め
の
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と
、
ま
さ
に
嘉
登
さ
ん
と
手
嶋
さ

ん
姉
妹
の
お
祖
母
様
が
酷
い
難
産

で
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。

早
速
、
本
隆
上
人
が
ご
祈
祷
し

無
事
に
出
産
す
る
事
が
出
来
た
の

で
、
そ
れ
以
来
、
嘉
登
家
は
法
華

経
の
信
者
と
な
り
、
今
日
ま
で
熱

心
に
お
寺
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。

縁
あ
っ
て
、
御
信
者
様
に
な
る

方
は
多
く
と
も
、
お
独
り
様
か
ぎ

り
の
御
信
者
様
が
殆
ど
の
中
、
祖

父
母
夫
婦
か
ら
始
ま
っ
た
信
仰
が

三
代
目
の
こ
の
御
姉
妹
、
そ
し
て

五
代
目
に
あ
た
る
お
孫
さ
ん
ま
で

続
い
て
い
る
の
は
稀
で
す
。

毎
年
八
月
末
に
は
、
本
堂
で
の

施
餓
鬼
供
養
の
晩
に
嘉
登
家
の
近

く
を
流
れ
る
田
尻
川
で
、
川
施
餓

鬼
を
致
し
ま
す
。
本
隆
上
人
が
始

め
て
以
来
、
船
に
蝋
燭
を
灯
し
て

川
に
流
し
て
い
ま
す
が
、
不
思
議

な
事
に
い
つ
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

未
だ
流
せ
な
い
年
は
無
く
、
約
百

年
間
も
続
い
て
お
り
ま
す
。

（
宮
城
県

櫻
井
妙
申
通
信
員
）

平
癒
の
お
寺
と
し
て
歴
代
住
職
が

布
教
に
邁
進
し
て
い
る
。
途
中
複

数
の
火
災
に
見
舞
わ
れ
る
も
、
当

時
の
檀
信
徒
の
尽
力
に
よ
り
復
興

し
、
現
在
に
至
る
。

祖
師
堂
・
七
面
堂
に
は
、
法
華

経
守
護
の
善
神
を
勧
請
し
て
お

り
、
県
内
外
よ
り
多
く
の
参
拝
を

頂
い
て
い
る
。
ま
た
、堂
内
に「
旧

七
面
堂
・
奥
の
院
」
を
奉
安
し
、

そ
の
中
に
住
職
一
代
に
一
度
の
本

開
帳
の
胎
内
仏
が
、
等
身
大
の
七

面
様
の
胎
内
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

令
和
五
年
九
月
十
九
日
（
火
）、

道
円
寺
七
面
堂
に
お
い
て
秋
季
大

祭
（
七
面
様
大
祭
）
が
行
わ
れ
、

信
者
・
檀
信
徒
約
七
十
名
が
参
列

し
た
。
法
要
中
に
は
、
七
面
様
の

御
開
帳
が
行
わ
れ
、
大
黒
様
の
御

洗
体
、
県
内
有
縁
の
お
上
人
の
読

経
・
唱
題
の
声
が
堂
内
に
響
い
た
。

法
要
後
、
七
面
様
を
一
目
見
よ
う

と
参
拝
者
が
列
を
な
し
、
そ
の
霊

験
あ
ら
た
か
な
お
姿
を
目
に
焼
き

付
け
て
い
た
。

道
円
寺
に
よ
く
参
拝
し
て
い
る

青
山
洋
子
さ
ん
は
「
病
院
に
行
っ

て
も
原
因
が
分
か
ら
な
か
っ
た
身

体
の
不
調
が
、
飛
鳥
団
長
の
九
識

霊
断
法
に
よ
る
指
導
に
よ
り
、
日

に
日
に
体
調
が
戻
り
、
今
で
は
元

気
に
な
り
ま
し
た
。」
と
話
し
て

い
た
。
ま
た
、
一
緒
に
参
拝
し
て

い
た
青
山
聖
恵
子
さ
ん
は
「
住
職

（
飛
鳥
玄
龍
団
長
）
や
奥
様
は
気

さ
く
で
話
し
や
す
い
。副
住
職（
飛

鳥
玄
宗
副
団
長
）
は
誰
に
対
し
て

も
元
気
に
挨
拶
を
し
て
い
て
元
気

を
貰
え
る
。」
と
お
二
人
と
も
嬉

し
そ
う
に
話
し
て
い
た
。

（
青
森
県

小
野
泰
惇
通
信
員
）

道
円
寺
は
、
今
か
ら
約
五
〇
〇

年
前
よ
り
芦
屋
（
川
除
）
に
祀
ら

れ
た
「
産
人
の
神
・
お
産
、
婦
人

病
」
の
霊
験
が
有
る
「
七
面
大
天

女
」
の
信
仰
に
よ
り
始
ま
っ
た
寺

院
と
い
わ
れ
て
お
り
、
天
和
元
年

（
一
六
八
一
）
道
円
院
日
明
上
人

が
開
創
し
て
以
来
、
祈
祷
・
病
気 祖師堂御宝前

七面堂御宝前 七面堂外観大衆法楽

元
木
蓮
尚
団
長
の
祖
父
に
あ
た

る
本
隆
上
人
が
、
宮
城
県
大
崎
市

田
尻
を
法
務
で
訪
ね
て
い
た
時

に
、
近
く
に
お
産
で
苦
し
ん
で
い

る
人
が
い
る
と
の
こ
と
で
尋
ね
る

聖徒さんとの集合写真

ア
ク
セ
ス

Ｊ
Ｒ
五
能
線

五
所
川
原
駅
か

ら
徒
歩
四
十
分

弘
南
バ
ス

芦
屋
バ
ス
停
か
ら

徒
歩
二
分

団参でのお祖母様（前列左から二番目）

（左）嘉登さん（右）手嶋さん

全
国
の
聖
徒
団
を
訪
ね
て

青
森
県
つ
が
る
市

道
円
寺
聖
徒
団（
飛
鳥
玄
龍
団
長
）

お
寺
は
元
気
の
み
な
も
と
、芦
屋
の
七
面
様

お
題
目
の
道
を
歩
む

お
題
目
の
道
を
歩
む

〜
倶
生
神
月
守
と
共
に
〜

〜
倶
生
神
月
守
と
共
に
〜

宮
城
県
仙
台
市

経
王
寺
聖
徒
団
（
元
木
蓮
尚
団
長
）

嘉か

と登

澄す
み

恵え

さ
ん
（
姉
）

手て

嶋し
ま

き
よ
え
さ
ん
（
妹
）

難
産
で
繋
が
っ
た
ご
縁



⑵

身
延
大
会
に
参
加
し
て

滋
賀
県
長
浜
市

家
森

裕ひ
ろ

雄お

さ
ん

家
森
さ
ぎ
り
さ
ん

快
晴
の
お
天
気
の
も
と
、
全
国
聖

徒
団
結
集
身
延
大
会
に
、
美
濃
常
唱

寺
聖
徒
団
の
一
員
と
し
て
滋
賀
県
長

浜
市
よ
り
妻
と
共
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

大
本
堂
で
の
団
旗
観
閲
式
、
奉
告

式
に
は
全
国
二
百
五
十
余
人
の
聖
徒

と
共
に
参
詣
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
過

去
に
も
お
参
り
は
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
も
の

の
、
四
年
ぶ
り
と
い
う

こ
と
も
あ
り
先
ず
は
そ

の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
、

読
経
が
進
む
に
つ
れ
厳

粛
さ
と
凛
と
し
た
空
気

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
貴
重
な
体
験
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
機

会
が
あ
れ
ば
参
詣
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
南
無

妙
法
蓮
華
経
。

倶
生
神
月
守
を
着
帯
し
て

倶
生
神
月
守
を
着
帯
し
て 

〜
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
が
輝
く
〜

〜
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
が
輝
く
〜

岐
阜
県
美
濃
市

常
唱
寺
聖
徒
団
（
阪
口
慈
幸
団
長
）

「
倶
生
神
月
守
」
着
帯
者
の
神
秘
体
験

今
年
春
、
倶
生
神
月

守
を
着
帯
す
る
八
十
代

後
半
の
女
性
と
六
十
代

後
半
の
女
性
が
難
関
の

介
護
支
援
福
祉
関
係
の

国
家
試
験
を
受
験
し
ま

し
た
。
受
験
者
は
全

国
数
万
人
と
多
く
、
と

て
も
合
格
出
来
る
と
は

思
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
二
人
共
頑
張
れ
ば

必
ず
倶
生
神
様
の
ご
守

護
が
あ
る
と
信
じ
、
受

験
日
前
日
ま
で
あ
き
ら

め
る
こ
と
な
く
努
力
し
続
け
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、当
に
神
秘
が
現
れ
、

見
事
合
格
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
霊
断

師
会
連
合
会
聖
徒
の
皆
さ
ん
、
九
識

霊
断
法
と
倶
生
神
様
の
神
秘
守
護
を

信
じ
、
己
だ
け
で
な
く
子
ど
も
や
孫

に
も
倶
生
神
月
守
を
着
帯
さ
せ
て
頂

き
、
個
々
の
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
ね
。
ま
た
貴
重
な
る
体

験
を
さ
れ
た
お
二
人
も
、
今
年
の
身

延
大
会
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

よ
ろ
こ
び
新
聞
購
読
の
日
蓮
宗
霊

断
師
会
連
合
会
聖
徒
の
皆
さ
ん
、
今

年
の
身
延
大
会
に
是
非
参
加
し
て
お

会
い
し
ま
し
ょ
う
ね
。

合
掌

身延大会、みんな笑顔で集合！

わ
た
し
た
ち
を
守
る
七
面
大
明
神
様

わ
た
し
た
ち
を
守
る
七
面
大
明
神
様

福
井
県
福
井
市

常
休
寺
聖
徒
団
（
森
惠
司
団
長
）

令
和
五
年
秋
、
福
井
県
福
井
市
の

常
休
寺
に
お
い
て
、
七
面
大
明
神
勧

請
三
百
三
十
三
年
記
念
事
業
が
行
わ

れ
た
。
当
寺
に
安
置
さ
れ
る
七
面
様

は
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）、
初
代

松
岡
藩
主
・
松
平
昌
勝
公
の
発
願
で

勧
請
さ
れ
た
の
ち
、
二
代
目
松
平
昌

平
公
が
福
井
藩
藩
主
に
上
る
の
に
合

わ
せ
、
現
在
の
場
所
に
移
転
さ

れ
た
。

三
百
三
十
三
年
記
念
事
業
と

し
て
、
九
月
九
日
に
御
開
帳
と

福
井
市
本
法
寺
竹
田
清
秀
上
人

に
よ
る
お
説
教
、
十
一
月
九
日

に
御
会
式
法
要
に
合
わ
せ
身
延

山
久
遠
寺
副
総
務
で
あ
る
浜
島
典
彦

上
人
に
よ
る
ご
法
話
が
行
わ
れ
た
。

筆
頭
総
代
・
山
内
一
二
氏
は
じ
め

多
く
の
檀
信
徒
が
集
い
、
震
災
戦
災

か
ら
永
き
に
わ
た
り
お
護
り
く
だ
さ

る
七
面
様
に
、
一
心
に
お
題
目
を
唱

え
ら
れ
て
い
た
。

（
福
井
県

寺
前
広
希
通
信
員
）

相
談
例
二
人
の
関
係
は
ど
う
な
る
か

（
相
談
者
）
四
十
一
歳

男
性
（
板
金
塗
装
工
場
経
営
）

請
断
事
情

本
人
の
奥
さ
ん
が
来
寺
。
夫
が
八
年
程
前
に
約
二
年
間
交
際

し
て
い
た
女
性
（
現
在
三
十
八
歳
、
離
婚
し
て
居
酒
屋
で
働
い

て
い
る
）
と
、
最
近
ま
た
交
際
し
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
家
庭
や
仕
事
に
さ
ほ
ど
支
障
を
き
た
す
こ

と
は
な
い
が
、
浮
気
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
た
め
自
分
に

と
っ
て
は
何
と
も
や
り
き
れ
な
い
気
持
ち
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
（
高
一
の
女
子
、
中
二
と
小
二
の
男
子
）
は
気

づ
い
て
い
な
い
が
、
特
に
感
じ
や
す
い
年
頃
の
娘
に
知
ら
れ
や

し
な
い
か
と
悩
み
、
一
日
も
早
く
交
際
を
や
め
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
。
何
と
か
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
、
と
い
う
相
談
。

【
御
宝
前
に
て
霊
断
】

〔
霊
断
師
に
よ
る
指
導
〕

本
人
（
ご
主
人
）
は
こ
の
女
性
と
付
き
合
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
よ
う
で
す
。
大
切
な
一
家
の
主
、
父
と
し
て
夫
と
し
て
、

ま
た
工
場
の
経
営
者
と
し
て
の
立
場
を
忘
れ
る
よ
う
な
こ
と
は

起
こ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
奥
さ
ん
が
心
配
し
て
い
る
よ
う
な
交
際
は
し
て
い
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

倶
生
神
様
の
お
言
葉
を
納
得
で
き
る
よ
う
に
指
導
を
し
た
。

﹇
結
果
﹈

一
カ
月
後
に
は
、交
際
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
請
断
者
（
奥

さ
ん
）
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
。「
私
の
早
と
ち
り
で
勘
違
い
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
夫
婦
で
し
っ
か
り
と
話
し
合
い
を
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
再
確
認
し
ま
し
た
。」
と
後
日
お
寺
に
て
語
っ
た
。

家
運
業
運
金
融
縁
談
交
渉
取
引
選
挙

訴
訟
失
物
病
気
就
職
受
験
人
物
移
転

旅
行
企
画
な
ど

相
談
内
容

悩
み
を
抱
え
た
と
き
、
進
路
に
迷
っ
た

と
き
に
は
、
九
識
霊
断
法
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
日
蓮
大
聖
人
の
お
教
え
か
ら
生

ま
れ
た
運
命
鑑
定
で
す
。

幸
せ
な
人
生
の
た
め
に
、
よ
り
よ
き
人

生
の
た
め
に
。

よよ 

ろろ 

ここ 

びび 

歳歳 

時時 

記記

常唱寺本堂にてお手伝いをする子どもたち

法話をされる浜島副総務

前
住
職
第
五
十
回
忌
法
要
を
厳
修

前
住
職
第
五
十
回
忌
法
要
を
厳
修

神
奈
川
県
本
典
寺
聖
徒
団
（
戸
田
教
栄
団
長
）

令
和
五
年
十
一
月
十
二
日
（
日
）、

小
田
原
市
本
典
寺
聖
徒
団
（
戸
田
教

栄
団
長
）
に
お
い
て
、
本
典
寺
第
五

十
世
自
説
院
日
要
上
人
の
第
五
十
回

忌
法
要
が
執
り
行
わ
れ
た
。

自
説
院
日
要
上
人
（
戸
田
教
亮
）

は
戸
田
教
栄
団
長
の
師
父
、
長
年
東

京
都
堀
之
内
妙
法
寺
に
て
勤
務
。
昭

和
四
十
九
年
二
月
十
日
、
日
蓮
宗
大

荒
行
堂
八
百
日
目
成
満
を
す
る
も
昭

和
四
十
九
年
十
一
月
十
三
日
心
不
全

に
て
五
十
四
歳
で
遷
化
さ
れ
た
。

法
要
に
は
導
師
に
大
分
県
真
浄
寺

聖
徒
団
・
建
光
行
団
長
、
副
導
師
に

大
塩
孝
信
連
合
会
会
長
、
末
吉
觀
道

相
伝
所
伝
主
を
は
じ
め
、
日
要
上
人

に
縁
す
る
管
内
の
教
師
、
親
族
な
ど

四
十
一
名
が
参
列
し
た
。

式
中
に
は
諷
誦
文
に
て
日
要
上
人

と
堀
之
内
妙
法
寺
で
共
に
勤
務
し
た

時
の
思
い
出
な
ど
建
導
師
の
熱
い
想

い
が
述
べ
ら
れ
た
。

本典寺御宝前で祈りを捧げる



⑶

千
葉
県
北
部
で
研
修
会
を
開
催

千
葉
県
北
部
で
研
修
会
を
開
催

令
和
五
年
十
一
月
二
十
二
日
、
千

葉
県
北
部
霊
断
師
会
は
濱
田
壽
教
講

師
を
迎
え
、
千
葉
県
柏
市
妙
照
寺
聖

徒
団
（
瀬
川
観
常
団
長
）
を
会
場
に

研
修
会
を
開
催
し
た
。
若
林
壽
学
会

長
導
師
の
元
、
本
堂
に
て
法
味
言
上

を
行
っ
た
。

第
一
部
で
は
運
命
観
の
講
義
を
頂

い
た
。
運
命
は「
宿
命
」「
自
力
」「
偶

然
」「
神
秘
」
か
ら
構
成
さ
れ
、
過

去
世
か
ら
の
業
が
宿
命
を
作
る
と
学

ん
だ
。

ま
た
、
乙
御
前
御
消
息
に
お
い
て

「
い
よ
い
よ
強
盛
の
御
志
あ
る
べ
し
。

氷
は
水
よ
り
出
で
た
れ
ど
も
水
よ
り

も
す
さ
ま
じ
。
青
き
事
は
藍
よ
り
出

で
た
れ
ど
も
、
か
さ
ぬ
れ
ば
藍
よ
り

も
色
ま
さ
る
。
同
じ
法
華
経
に
て
は

を
は
す
れ
ど
も
志
を
か
さ
ぬ
れ
ば
、

他
人
よ
り
も
色
ま
さ
り
利
生
も
あ
る

べ
き
な
り
」
と
あ
り
、
ご
本
佛
の
守

護
を
確
実
に
受
け
る
に
は
、
強
盛
な

る
信
心
を
も
っ
て
ご
守
護
に
身
を
委

ね
る
こ
と
の
で
き
る
心
を
育
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に
必
要
と

な
る
の
が
、「
倶
生
神
月
守
」
の
着

帯
で
あ
る
と
講
義
を
頂
い
た
。

ま
た
第
二
部
で
は
霊
断
法
研
修
を

行
い
、
各
霊
断
師
が
霊
示
表
を
持
ち

寄
り
研
鑽
を
重
ね
た
。
改
め
て
お
題

目
信
仰
、
正
し
い
信
行
生
活
こ
そ
、

人
生
を
幸
福
の
彼
岸
に
渡
す
唯
一
の

道
で
あ
る
事
を
再
確
認
し
た
。
研
修

会
の
後
は
懇
親
会
に
て
親
睦
を
深
め

た
。

松
葉
ヶ
谷
の
ご
法
難
の
後
、
日
蓮

大
聖
人
が
鎌
倉
を
離
れ
て
下
総
（
現

在
の
千
葉
県
北
東
部
）
に
落
ち
延
び

ら
れ
た
の
は
、
他
で
も
な
い
領
主
富

木
氏
の
強
い
勧
め
が
あ
っ
た
か
ら
で

し
た
。
富
木
常
忍
氏
は
上
総
、
下
総

一
帯
の
守
護
で
あ
っ
た
千
葉
氏
の
被

官
、
今
に
例
え
れ
ば
地
方
自
治
体
の

事
務
官
僚
の
よ
う
な
立
場
で
し
た
の

で
、
幕
府
の
内
情
に
も
精
通
を
し
て

い
ま
し
た
。
氏
の
報
告
に
よ
る
と
幕

府
内
に
は
ま
だ
ま
だ
不
穏
な
動
き
が

あ
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
こ
こ
は

一
旦
鎌
倉
を
離
れ
て
富
木
氏
の
庇
護

の
下
に
体
制
を
立
て
直
す
が
吉
と
お

考
え
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

下
総
に
移
ら
れ
た
大
聖
人
の
も
と

に
は
、
様
々
な
人
物
が
訪
れ
ま
し

た
。
そ
の
多
く
は
富
木
氏

の
紹
介
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
大
聖
人
は
訪
れ

た
人
々
に
対
し
、
精
力
的

に
『
法
華
経
』
お
題
目
へ

の
帰
依
を
説
き
続
け
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
後

に
大
檀
越
と
な
る
者
た
ち

と
の
縁
が
次
々
に
結
ば
れ

て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
時
入
信
を
し
た
主

な
者
た
ち
と
い
え
ば
、
太

田
乗
明
氏
、
曾
谷
教
信
氏
と
い
ず
れ

も
大
聖
人
の
御
書
や
御
一
代
記
な
ど

で
い
く
ど
も
そ
の
名
前
を
目
に
す
る

有
名
な
檀
越
方
で
す
。
ち
な
み
に
太

田
乗
明
さ
ん
は
、
富
木
氏
の
領
地
で

あ
る
若
宮
の
す
ぐ
お
隣
さ
ん
と
い
っ

た
間
柄
で
、
後
に
館
内
に
建
立
し
た

本
妙
寺
と
富
木
氏
の
法
華
寺
が
一
つ

と
な
っ
て
現
在
の
大
本
山
法
華
経
寺

が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
法
華
経

寺
第
二
祖
と
い
わ
れ
る
中
老
僧
日
高

上
人
は
、そ
の
子
息
と
な
る
の
で
す
。

さ
ら
に
余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
乗
明
さ
ん
は
日
本
一
有
名
？
な
太

田
氏
、
あ
の
江
戸
城
建
築
で
知
ら
れ

る
太
田
道
灌
の
祖
で
あ
る
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

さ
て
も
う
ひ
と
方
、
こ
の
時
に
入

信
し
た
檀
越
の
中
に
秋
元
左
衛
門
尉

勝
光
と
い
う
人
物
が
い
ま
す
。
冒
頭

の
御
書
は
こ
の
秋
元
氏
に
送
ら
れ
た

も
の
で
、
身
延
へ
の
ご
供
養
が
届
い

た
お
礼
と
共
に
、
ご
自
身
が
晩
年
身

延
に
入
ら
れ
た
由
来
や
厳
し
い
生
活

の
様
子
な
ど
を
細
か
に
披
露
し
な
が

ら
、「
そ
の
状
況
を
慮
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
有
り
難
い
」
と
し
た
た
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
か
な
り
心
を
許

さ
れ
た
方
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま

す
。
で
す
が
以
外
に
も
そ
の
名
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ

こ
で
少
々
ご
紹
介
を
し
ま
す
と
、
秋

元
氏
は
富
木
氏
を
は
じ
め
先
程
ご
紹

介
し
た
お
二
方
と
も
大
変
親
し
い
間

柄
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
一
節
に
は
富

木
氏
と
は
親
戚
筋
で
あ
っ
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
当
然
な
が
ら
そ
れ

を
縁
と
し
て
大
聖
人
の
も
と
を
訪
れ

入
信
を
し
ま
し
た
。
元
々
領
地
で
あ

出
雲
の
サ
ボ
テ
ン
園

出
雲
の
サ
ボ
テ
ン
園

島
根
県
出
雲
市

　
為
久
寺
聖
徒
団
（
岡
田
法
弘
団
長
）

日
本
一
の
縁
結
び
の
神
様
が
鎮
座

す
る
島
根
県
出
雲
市
、
そ
の
市
内
東

郷
町
に
あ
る
為
久
寺
の
境
内
に
一
つ

の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
あ
る
。
外
見

で
は
温
室
で
野
菜
や
花
を
育
て
て
い

る
よ
う
な
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
だ
が
、

そ
の
中
は
岡
田
団
長
が
心
よ
り
愛
情

を
注
い
で
育
て
て
い
る
サ
ボ
テ
ン
園

が
あ
る
。

サ
ボ
テ
ン
と
い
え
ば
、
砂
漠
な
ど

の
乾
燥
地
帯
な
ど
に
太
く
背
の
高
い

サ
ボ
テ
ン
が
ポ
ツ
ン
と
生
え
て
い
る

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
為
久

寺
に
は
見
た
こ
と
も
な
い
形
の
様
々

な
珍
し
い
サ
ボ
テ
ン
で
埋
め
尽
く
さ

れ
て
い
る
。
ひ
と
え
に
サ
ボ
テ
ン
と

言
っ
て
も
約
二
千
種
類
以
上
あ
る
そ

う
だ
が
、
そ
の
う
ち
為
久
寺
サ
ボ
テ

ン
園
で
は
希
少
種
を
厳
選
し
て
約
三

百
本
の
サ
ボ
テ
ン
を
育
成
し
て
い

る
。サ

ボ
テ
ン
は
成
長
異
常
で
本
来
の

形
を
崩
し
て
生
ま
れ
て
く
る
サ
ボ
テ

ン
も
あ
る
が
、
サ
ボ
テ
ン
界
で
は
そ

れ
も
高
く
評
価
さ
れ
る
と
い
う
。
岡

田
団
長
は
「
サ
ボ
テ
ン
の
世
界
は
大

き
い
も
小
さ
い
も
、
ま
ん
ま
る
も
、

い
び
つ
も
関
係
な
い
。
全
て
平
等
で

仏
の
理
想
世
界
が
こ
こ
に
あ
る
！
」

と
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
語
っ
た
。

島
根
県
へ
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ

為
久
寺
サ
ボ
テ
ン
園
を
見
学
し
て
頂

き
た
い
。

貴重なサボテンたち 愛情を注いだサボテンに囲まれる団長

濱田壽教講師 参加者同士で研鑽を重ねる

日蓮宗
全国霊断師会連合会

・６月 11 日～ 19 日
　霊断師養成講習会

・７月末頃
　沙弥校・僧風林

・10 月中
　身延大会

詳細未定ですが、
以上の日程で開催します。

っ
た
場
所
は
現
在
千
葉
県
の
白
井
市

と
い
う
地
名
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

市
内
に
あ
る
白
井
山
秋
本
寺
は
秋
元

氏
の
館
に
建
立
さ
れ
た
法
華
経
堂
が

そ
の
基
と
な
っ
て
い
ま
す
。
元
市
長

で
あ
っ
た
秋
本
（「
元
」
で
は
な
く

「
本
」
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
）
氏
は

そ
の
末
裔
と
の
こ
と
で
、
市
内
に
は

他
に
も
秋
本
を
名
の
る
名
家
が
多
く

現
存
す
る
そ
う
で
す
。
大
聖
人
に
尽

く
さ
れ
た
秋
元
氏
の
姓
は
、
こ
う
し

て
地
域
の
大
切
な
一
族
と
し
て
今
な

お
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で

す
。



⑷

三門（さんもん）
　間口23ｍ、奥行９ｍ、高さ21ｍの総ケヤキ造り、堂々たる門は京都の南禅寺、東福寺と並んで「日本三大三門」の一つと
されています。中央には身延山第79世日慈上人の筆による「身延山」の扁額が掲げられています。
　仏教では「空」「無相」「無願」の三つの境地を悟って解脱（げだつ）する三解脱
の教えがあり、その教えになぞらえて「山門」ではなく「三門（三解脱門）」と呼
びます。
　三門を通り抜けて三解脱を悟り、長い石階段（菩提梯）を登って修行し、久遠
寺大本堂に到着して悟りを得るというストーリーが込められています。
　江戸末期以降、三門は火災と再建を繰り返します。初代三門は寛永19年（1642）
に建立されるも慶応元年（1865）の大火で焼失し、翌年に仮門が建設されるも
明治20年（1887）に消失し、再度仮門が設けられました。明治40年（1907）
に念願の再建がなされ、楼上（門の上層部）には釈迦如来像と16体の羅漢像が奉
安されました。
　来月号では、三門の左右を護る仁王様の伝説を紹介します。

身延山でお会いしましょう身延山でお会いしましょう

「
私
が
誰
か
の
仏
さ
ま
」（
そ
の
三
）

前
回
、「
四
誓
願
（
誓
っ
て
、
南
無
妙
法

蓮
華
経
の
道
を
、
持
ち
奉
ら
ん
。
誓
っ
て
、

南
無
妙
法
蓮
華
経
の
道
を
、
行
い
奉
ら
ん
。

誓
っ
て
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
道
を
、
護
り

奉
ら
ん
。
誓
っ
て
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
道

を
、
弘
め
奉
ら
ん
）」
の
実
践
が
法
華
経
の

実
践
に
つ
な
が
る
こ
と
を
解
説
致
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
そ
の
続
き
に
な
り
ま
す
。

四
誓
願
の
最
初
は
「
持
つ
」
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
す
な
わ
ち
「
持
続
す
る
」「
常
に
忘

れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
の
性
質
と

し
て
忘
れ
る
と
い
う
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で

す
。
で
す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
、

忘
れ
て
も
思
い
出
せ
る
よ
う
に
す
る
と
い
っ

た
能
動
的
な
働
き
か
け
を
し
な
い
と
、
ど
ん

な
大
事
な
こ
と
も
忘
れ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
例
え
ば
、
お
題
目
を
毎
日
唱
え
る
、
倶

生
神
月
守
を
毎
朝
握
り
し
め
る
な
ど
、
歩
み

を
続
け
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
「
持
つ
」
で

す
。第

二
は
「
行
う
」
こ
と
で
す
。「
行
う
」
と

聞
く
と
、
法
華
経
を
声
に
出
し
て
読
む
こ
と

や
暗
唱
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
写
経
す
る
こ

と
、
誰
か
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
こ
と

を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
も
も
ち
ろ
ん
「
行
う
」

に
当
た
り
ま
す
が
、
例
え
ば
盛
運
祈
願
会
や

そ
う
じ
の
会
な
ど
の
お
寺
の
行
事
に
参
加
す

る
こ
と
や
、
当
会
の
よ
ろ
こ
び
や
日
蓮
宗
新

聞
等
を
読
む
こ
と
な
ど
、
些
細
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
こ
と
も
「
行
う
」
に
含
ま
れ
ま
す
。

第
三
は
「
護
る
」
こ
と
で
す
。
道
を
歩
こ

う
に
も
、
道
そ
の
も
の
が
ボ
ロ
ボ
ロ
の
状
態

で
は
歩
く
こ
と
は
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
お
題

目
を
実
践
す
る
主
た
る
場
所
は
や
は
り
各
お

寺
で
す
。
お
寺
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る
か
ら
こ
そ
、

困
っ
て
途
方
に
く
れ
た
人
が
訪
れ
る
こ
と
が

で
き
、
お
題
目
を
唱
え
救
わ
れ
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
各
お
寺
は
一
人
一
人
の
お

布
施
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
の
お

布
施
が
お
寺
を
護
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
巡

り
巡
っ
て
誰
か
を
救
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

今
お
題
目
の
道
を
安
全
に
歩
め
る
の
も
、
先

人
の
方
々
が
道
を
護
り
整
備
し
て
き
て
く
れ

た
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

最
後
は
「
弘
め
る
」
こ
と
で
す
。
お
題
目

の
御
利
益
を
自
分
だ
け
の
も
の
に
せ
ず
、
例

え
ば
、
困
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
お
寺
を
紹

介
し
た
り
、
倶
生
神
月
守
を
渡
し
た
り
、
あ

る
い
は
自
分
で
話
せ
る
人
は
お
題
目
の
話
を

す
る
な
ど
、
お
題
目
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ

と
。
そ
れ
に
よ
り
、
お
題
目
に
よ
っ
て
救
わ

れ
る
人
が
一
人
ま
た
一
人
と
増
え
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

南
無
妙
法
蓮
華
経
の
道
は
決
し
て
一
人
だ

け
の
孤
独
な
道
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
本

仏
も
日
蓮
聖
人
も
ご
先
祖
さ
ま
も
、
そ
し
て

同
じ
よ
う
に
お
題
目
の
道
に
入
っ
た
同
志
の

人
達
も
、
皆
が
一
緒
に
歩
む
道
で
す
。「
私

の
そ
ば
に
仏
さ
ま
」「
私
の
中
に
仏
さ
ま
」「
私

が
誰
か
の
仏
さ
ま
」、
自
身
に
で
き
る
こ
と

を
一
つ
一
つ
行
う
こ
と
、
そ
の
歩
む
姿
が
誰

か
を
元
気
に
し
、
誰
か
を
笑
顔
に
し
、
誰
か

の
心
に
希
望
の
光
を
灯
す
こ
と
へ
と
つ
な
が

り
ま
す
。
一
歩
一
歩
、
共
に
歩
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

「
法
華
経
を
余
人
の
よ
み
候
は
、
口
ば
か
り
こ

言と
ば
ば
か

り
は
よ
め
ど
も
心
は
よ
ま
ず
。
心
は
よ
め
ど
も
身
に
よ
ま

ず
。
色
心
二
法
共
に
あ
そ
ば
さ
れ
た
る
こ
そ
貴
く
候
へ
」

（
令
和
新
修
一
〇
一
七
）（
昭
和
定
本
五
〇
九
）

華
経

余
人

候

、
口
ば

み
お
し
え

連合会教務部　部員
千葉県全昌寺聖徒団団長
亀 井 教 見 『

土
籠
御
書
』
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
聖
寿
五
十
歳

訳
：
世
間
一
般
の
人
々
は
、
法
華
経
を
声
に
出
し
意
味
の
上
だ
け
で
読
む
こ
と
は
す
る
が
、

心
で
は
読
ま
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
心
で
読
む
こ
と
ま
で
は
し
た
と
し
て
も
身
に
読
む

と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
法
華
経
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
自
ら
の
行
動
で
実
践
す

る
と
い
う
読
み
方
ま
で
は
し
て
い
な
い
。
色
心
の
二
法
、
す
な
わ
ち
体
と
心
の
双
方
に

わ
た
っ
て
法
華
経
を
読
ま
れ
て
こ
そ
、
ま
こ
と
に
尊
い
こ
と
で
あ
る
。

よろこびちゃんに
質問がある方は
九段事務所まで
ご連絡ください。

大
分

県
杵
築

市
妙
経

寺
聖
徒

団
（
後

藤
正
軌
団
長
）
の
毘
沙
門
天
堂
に
は
、
平
安
時

代
よ
り
信
仰
さ
れ
て
き
た
「
毘
沙
門
天
王
」
の

立
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
当
毘
沙
門
天
王
は
、
奈
良
時
代
末

期
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
大
分
県
国
東
半
島

に
国
東
仏
教
を
弘
め
ら
れ
た
仁
聞
菩
薩
の
作
と

言
わ
れ
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
藩
主
の

官
許
を
得
て
、
杵
築
市
に
奉
遷
し
法
華
堂
と
称

し
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
当
山
二
十
五
世
建

光
行
上
人
の
代
に
、
妙
経
寺
境
内
へ
毘
沙
門
堂

を
建
立
し
安
置
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
平
成
十
八
年
、
妙
経
寺
開
創
四
百
年

記
念
事
業
、
寺
観
一

新
に
際
し
、
傷
ん
だ

毘
沙
門
堂
を
再
建

し
現
在
に
至
る
。

な
お
九
州
地
方

に
お
い
て
、
平
安
時

代
以
前
に
作
ら
れ

た
仏
像
等
は
大
変
希
少
で
あ
り
、
歴
史
的
ま
た

学
術
的
に
大
変
価
値
が
あ
る
と
さ
れ
、
昭
和
四

十
四
年
に
大
分
県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。

毘
沙
門
天
は
多
聞
天
と
も
呼
ば
れ
、
仏
法
を

護
り
、
か
つ
ま
た
財
宝
や
富
を
も
た
ら
す
善
神

で
あ
り
、悪
鬼
を
滅
ぼ
す
戦
勝
の
神
様
と
し
て
、

現
在
は
五
穀
豊
穣
、
商
売
繁
盛
、
開
運
長
久
、

立
身
出
世
と

い
っ
た
ご
利
益

が
あ
る
と
さ

れ
、
毎
年
五
月

十
四
日
に
行
わ

れ
る
毘
沙
門
天

大
祭
に
は
、
多

く
の
参
拝
者
が

訪
れ
る
。

毘沙門天王立像

お
ら
が
寺
の
守
護
神（
第
二
十
回
）

お
ら
が
寺
の
守
護
神（
第
二
十
回
）

平
安
時
代
に
作
ら
れ
た
毘
沙
門
天
王
立
像

平
安
時
代
に
作
ら
れ
た
毘
沙
門
天
王
立
像

 

大
分
県
杵
築
市
　
妙
経
寺
聖
徒
団
（
後
藤
正
軌
団
長
）

大
分
県
杵
築
市

妙
経
寺
聖
徒
団
（
後
藤
正
軌
団
長
）

境内の毘沙門堂



⑸

【
問
題
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
、
な
に
？

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
タ
テ
の
カ
ギ

１

舞
台
の
後
ろ
に
あ
る
部
屋

２

不
用
品
や
廃
棄
物
な
ど
の

　
　
再
利
用

３

さ
る
か
に
合
戦
で
活
躍

４

望
み
や
願
い

５

桜
と
と
も
に
日
本
の
国
花

６

声
を
大
き
く
す
る
ツ
ツ

９

…
…
歯
と
は
人
間
の
犬
歯

11

戦
時
中
は
木
炭
で
走
っ
た

14

家
畜
な
ど
の
放
し
飼
い

15

ガ
ラ
ス
の
靴
の
持
ち
主

16

宝
船
の
絵
を
枕
の
下
に
入

　
　
れ
て
見
る
人
も
い
ま
す

18

竹
馬
の
…
…

19

オ
ペ
ラ
の
こ
と
で
す

21

魚
を
疑
似
餌
で
釣
る
針

23

歯
に
…
…
着
せ
ぬ
発
言

24

魚
へ
ん
に
喜
と
書
い
て
な

　
　
ん
と
読
む
？

■ヨコのカギ
１　……点睛を欠く
４　効能
７　素人の……野球チーム
８　墨一色で描いた絵
10　焼き入れをして鍛えた
　　刃
12　空海の留学先は？
13　しょうのうの原料は
　　楠。なんと読む？
15　韓国の有名な即席めん
　　……ラーメン
16　……はあけぼの
17　男声の中音域
19　二つ続けて、ヒグラシ
　　の別称
20　冨永愛は……
22　一面の銀世界です
25　中がほぼ生のステーキ
26　にぎやかな……通り
27　世界で最も多く売れた
　　アルバム

〈
作
り
や
す
い
分
量
〉

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
１
８
０ｇ
、
塩

小
さ
じ
１
、
Ａ
（
ケ
チ
ャ
ッ
プ

大
さ
じ
７
、
米
酢
大
さ
じ
６
、

白
ワ
イ
ン
大
さ
じ
５
、
水
１
５
０

㏄
、
砂
糖
大
さ
じ
３
、
塩
小
さ
じ

２
、
赤
唐
辛
子
１
本
、
ロ
ー
リ
エ

１
枚
、
黒
粒
こ
し
ょ
う
１
〜
２

個
）
。

〈
作
り
方
〉

①
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
小
房
に
切

り
わ
け
る
。
ロ
ー
リ
エ
は
半
分
に

ち
ぎ
る
。
黒
粒
こ
し
ょ
う
は
コ
ッ

プ
な
ど
の
底
で
押
し
つ
ぶ
す
。

②
お
湯
を
沸
か
し
、
塩
を
加
え

て
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
を
固
め
に
ゆ
で

る
。
ザ
ル
に
あ
げ
て
水
気
を
切

る
。③

小
鍋
に
Ａ
を
入
れ
火
に
か
け

る
。
沸
騰
し
た
ら
火
を
止
め
る
。

④
清
潔
な
保
存
容
器
に
カ
リ
フ

ラ
ワ
ー
を
入
れ
、
③
を
注
ぐ
。
ふ

た
を
し
て
冷
蔵
庫
で
一
晩
漬
け

る
。
保
存
期
間
は
冷
蔵
庫
で
１
週

間
。

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉

Ａ
の
ロ
ー
リ
エ
や
黒
粒
こ
し
ょ

う
は
風
味
づ
け
な
の
で
使
わ
な
く

て
も
作
れ
ま
す
。

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
生
で
も
食
べ

ら
れ
る
野
菜
で
す
。
ゆ
で
加
減

は
、
少
し
歯
ご
た
え
が
残
る
ぐ
ら

い
に
ゆ
で
て
く
だ
さ
い
。

（130）疲れのサインを
　　　　見逃さないで

カップルで （130）疲れのサインを
　　　　見逃さないで

カップルでカップルで
一緒に食べよ

家庭料理研究家　池上   正子

カリフラワーのケチャップピクルス

み
な
さ
ん
自
慢
の
郷
土
料
理
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。
郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ
と
、
完
成
し
た

料
理
の
写
真
一
枚
を
添
付
し
、
九
段
事
務
所
ま
で
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

福
井
県
越
前
市

経
王
寺
聖
徒
団

綿
谷
真
弓
副
団
長

令
和
五
年
九
月
に
霊
断
師
に

お
仲
間
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

生
ま
れ
育
ち
は
名
古
屋
で
、

結
婚
を
機
に
福
井
県
の
寺
院
で

仏
様
の
お
給
仕
を
し
て
お
り
ま

す
。五

十
歳
を
過
ぎ
自
分
と
向
き

合
う
時
間
が
増
え
た
頃
、
講
習

会
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
に
不
思
議
な
流
れ
を
感
じ
ま

す
。
素
晴
ら
し
い
先
生
方
に
学

び
と
い
う
贅
沢
な
時
間
を
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
自
身
課
題
と
し
て
い
る

〝
頑
張
っ
て
も
ど
う
に
も
な
ら

な
い
こ
と
〞
に
多
方
面
か
ら
捉

え
る
柔
軟
性
を
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。霊

示
が
導
く
様
々
な
配
列
に

対
応
で
き
る
柔
軟
な
霊
断
師
に

な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

趣
味…

遠
州
流
華
道

特
技…

失
物
探
し

ス
マ
ホ
か
パ
ソ
コ
ン
で

検
索
し
て
み
て
ね

★
抽
選
で
毎
月
３
名
様
に
素
敵
な

景
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

（
締
切
は
毎
月
20
日
消
印
有
効
）

①
郵
便
番
号

②
住
所

③
氏
名

④
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
葉
書
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
答
え
の
送
付
先
】

〒
１
０
１
―

０
０
５
１

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町

３

25

11

喜
助
九
段
ビ
ル
７
０
２

霊
断
師
会
九
段
事
務
所

宛

先
月
号
の
答
え
は

　
　
　「
フ
ユ
ノ
セ
イ
ザ
」

十
二
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
者

①
島
根
県
浜
田
市

川
本
博
文
様

②
愛
媛
県
西
条
市

佐
伯
弥
生
様

③
岩
手
県
遠
野
市

両
川
容
子
様

※
景
品
は
「
よ
ろ
こ
び
ち
ゃ
ん

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
」
で
す
。
皆
さ

ん
ど
し
ど
し
ご
参
加
下
さ
い
。

景
品
が
当
た
り
ま
し
た
。

岩田先生
の

心も体も

生き生き
！

宮崎県  龍雲寺聖徒　薬師整骨院  岩田行敏院長

スクラブ法（手洗い）をマスターしよう！

　食中毒は一年中みられますが、O－157をは
じめとした大腸菌やサルモネラ菌などによる食
中毒が毎年繰り返し問題となります・・・
　人から人への感染を防ぐには「手洗い」が重

要だと言われています。
　もちろん、食品管理も大切ですが、いくら新鮮な食材を使ってい
ても、細菌がついている手で調理をすれば感染してしまいますよね。
　では、普段私たちは、何秒ぐらい手を洗っているだろうか？もし
かすると、手を水で濡らしただけで、手洗いをしているつもりになっ
ていないだろうか？

　手に付いた汚れを充分に落とすには、流水のもと、液体石けんを
つかって15秒以上の手洗いをする必要があると言われています。

　流水で手を洗う方法を「スクラブ法」と言います。
　まずは、手を流水でよく濡らして、液体石けんを手のひらにとり
ます。
①手のひらを洗います。

②手の甲を洗います（反対も）
③指をからませ指の間を洗います。
④片手をじゃんけんのグーの形にし、その手の指の背や爪の部分を
洗います（反対も）

⑤親指をもう片方の手のひらで包み、親指をクルクルと回すように
洗います（反対も）

⑥指先、爪の部分をよく洗います（反対も）
⑦手首をもう片方の手のひらで包み、手首をクルクルと回すように
洗います（反対も）

　最後に流水でよく洗い流し、ペーパータオルや乾燥した清潔なタ
オルで拭きます。
　トイレへ入った後、調理や食事をする前、下痢をしている乳幼児
や高齢者の世話をしたときなど、石けんと流水でしっかりと手を
洗って食中毒を予防しましょう！

⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
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三 松 山 長 栄 寺

ま
た
、
今
回
の
事
で
自
分
の
人
生
に
お

い
て
第
一
の
宝
は
人
と
人
と
の
繋
が
り
で

あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
住
職
の

た
め
に
共
に
祈
願
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
、
色
々
な
こ
と
で
支
え
て
く
れ
た

方
々
、
縁
あ
る
方
々
に
支
え
ら
れ
助
け
て

頂
き
ま
し
た
。

「
変
化
の
人
を
遣
わ
し
て
こ
れ
が
為
に

衛
護
と
な
さ
ん
」

（
妙
法
蓮
華
経
法
師
品
第
十
、
欲
令
衆
）

「
無
量
の
功
徳
皆
是
の
経
に
集
ま
れ
り

（
中
略
）
生
生
世
世
値
遇
し
頂
戴
せ
ん
」

（
開
経
偈
）

私
達
は
過
去
世
で
も
法
華
経
・
お
題
目

に
縁
あ
っ
て
「
生
ま
れ
変
わ
っ
て
も
法
華

経
・
お
題
目
に
出
会
い
た
い
」
と
願
っ
て

こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
を
思
い
出
し
、
お
題
目
を
信
じ
唱
え
、

お
題
目
を
杖
と
し
て
生
き
、

生
神
月
守

の
着
帯
に
よ
っ
て
周
り
の
人
々
と
共
に
幸

せ
に
な
る
生
き
方
を
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
そ
の
姿
が
そ
の
ま
ま
成
仏
の
姿
と
な

る
の
で
す
。

昨
年
の
春
、
本
典
寺
聖
徒
団
団
長
で
あ

る
住
職
が
十
日
程
咳
が
出
て
い
た
の
で
、

近
所
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
行
く
と
循
環
器
病

院
に
す
ぐ
行
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
さ
ら

に
は
自
分
で
車
を
運
転
し
て
行
っ
て
は
い

け
な
い
と
の
こ
と
。
つ
い
数
分
前
ま
で
何

事
も
な
く
運
転
を
し
て
い
た
の
で
訳
が
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

循
環
器
病
院
ま
で
送
り
暫
く
す
る
と
病

院
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。「
ご
主
人
の
胸

部
に
九
・
五
セ
ン
チ
の
動
脈
瘤
が
あ
り
ま

す
。
破
裂
し
て
い
な
い
の
が
不
思
議
な
ほ

ど
で
す
。
こ
こ
で
は
手
術
が
で
き
な
い
の

で
、
川
崎
の
専
門
病
院
が
至
急
受
け
入
れ

て
く
れ
る
か
確
認
し
ま
す
。
も
し
駄
目
な

場
合
は
他
の
病
院
を
探
し
ま
す
。」
と
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。

あ
ま
り
に
も
突
然
の
こ
と
で
し
た
。
幸

い
に
も
川
崎
の
専
門
病
院
が
受
け
入
れ
て

く
れ
、
そ
の
ま
ま
循
環
器
か
ら
救
急
車
で

川
崎
へ
向
か
い
、
翌
日
に
緊
急
手
術
を
す

る
と
決
ま
り
ま
し
た
。

医
師
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
病
名
は
胸
部

弓
状
巨
大
動
脈
瘤
。
動
脈
瘤
を
切
除
し
、

人
工
血
管
に
変
え
る
八
時
間
に
及
ぶ
大
手

術
で
、
手
術
中
に
動
脈
瘤
が
破
裂
す
れ
ば

死
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
。
無
事
に
成
功

し
て
も
血
栓
が
脳
内
に
飛
び
、
歩
行
困
難

な
ど
の
障
害
が
残
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
話
で
し
た
。

お
寺
に
い
た
副
住
職
が
す
ぐ
に
九
識
霊

断
法
を
行
い
、
大
変
な
手
術
で
は
あ
る
が

無
事
に
終
わ
る
と
知
ら
せ
て
く
れ
、
医
師

の
説
明
も
大
き
く
動
揺
す
る
こ
と
な
く
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
面
会
や
手
術
時
の
付

き
添
い
、
さ
ら
に
は
病
院
内
へ
の
立
ち
入

り
も
全
面
禁
止
で
あ
っ
た
た
め
、

会
話
が
で
き
た
の
は
住
職
が
病
室

へ
行
く
前
に
許
可
さ
れ
た
十
五
分

の
面
会
だ
け
で
し
た
。

「
こ
の
手
術
で
駄
目
だ
っ
た
ら

七
十
三
年
の
人
生
だ
な
。」

「
大
丈
夫
。
み
ん
な
で
祈
願
を

す
る
か
ら
。」

「
そ
れ
は
あ
り
が
た
い
な
ぁ
」

と
、
わ
ず
か
な
会
話
を
し
て
病

室
に
向
か
う
住
職
を
見
送
り
ま
し

た
。看

護
師
さ
ん
に
手
術
中
、

生

神
月
守
を
足
元
で
も
い
い
か
ら
置
い
て
ほ

し
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
許
可
が
下

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

生
神
月
守
を
着
帯

で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
と
て
も
心
細
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

川
崎
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
た
副
住
職

の
車
の
中
で
、
長
男
・
長
女
や
住
職
の
兄

弟
へ
連
絡
を
し
て
、
無
事
に
手
術
が
終
わ

る
よ
う
祈
願
を
頼
み
ま
し
た
。
日
頃
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
霊
断
師
の
お
上
人
へ
相

談
し
た
と
こ
ろ
「
祈
る
し
か
な
い
」
と
の

お
言
葉
で
、
い
ま
や
る
べ
き
こ
と
を
御
教

示
頂
き
ま
し
た
。
長
年
お
付
き
合
い
の
あ

る
お
上
人
方
に
も
祈
願
を
お
願
い
し
、
自

坊
で
も
手
術
日
の
朝
か
ら
先
祖
供
養
と
祈

願
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
三
時
頃
、
手
術
は
無
事
成
功
し
Ｉ

Ｃ
Ｕ
（
集
中
治
療
室
）
に
移
っ
た
と
病
院

か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
意
識

は
ま
だ
戻
っ
て
い
な
い
が
、
次
に
病
院
か

ら
電
話
を
す
る
の
は
意
識
が
戻
り
一
般
病

棟
に
移
っ
た
時
の
み
で
す
、
連
絡
を
お
待

ち
く
だ
さ
い
。
と
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
多

く
の
方
の
お
陰
で
無
事
に
手
術
は
終
わ
り

ま
し
た
が
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
毎
日

た
だ
祈
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

五
日
後
、
一
般
病
棟
に
移
っ
た
と
の
連

絡
を
受
け
、
用
意
し
て
あ
っ
た

生
神
月

守
と
お
経
本
、
携
帯
電
話
や
着
替
え
な
ど

を
届
け
に
病
院
へ
向
か
い
ま
し
た
。
数
時

間
後
、
届
け
た
携
帯
電
話
か
ら
「
生
き
て

る
よ
ー
！
」
と
住
職
か
ら
電
話
が
あ
り
ま

し
た
。
聴
き
慣
れ
た
住
職
の
声
で
し
た

が
、
そ
の
声
を
一
生
忘
れ
る
事
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
後
は
医
師
も
驚
く
ほ
ど
の
順

調
な
回
復
で
、
入
院
よ
り
十
九
日
後
、
自

分
で
歩
い
て
退
院
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。「

法
華
経
は
三
世
の
諸
仏
、
発
心
の
杖

に
て
候
ぞ
か
し
。
但
し
日
蓮
を
杖
・
柱
と

も
た
の
み
給
う
べ
し
。
険
し
き
山
、
悪
し

き
道
、
杖
を
つ
き
ぬ
れ
ば
倒
れ
ず
。」

『
弥
源
太
殿
御
返
事
』

こ
の
困
難
に
法
華
経
・
お
題
目
が
杖
と

な
っ
て
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
人
生
に
は

超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
困
難
が
幾
度
と

な
く
あ
り
ま
す
。
聖
徒
の
皆
様
も
お
題
目

の
信
仰
で
困
難
を
乗
り
越
え
て
来
た
体
験

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
体
験
、
自
分

の
信
仰
を
、
家
族
や
友
人
に
伝
え
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
が

生
神
月
守
を
着
帯
す
る

皆
様
の
お
役
目
で
す
。
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